
一般質問

平成２７年（２０１５年）４月２６日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ４

市政を問市政を問うう一一般般質質問問一般質一般質問問 議員が議案以外に市の行政全般にわたり、
市長や教育長などに説明や報告を求め、
また所信をただすことです。適正な行政
運営を行う上で、その役割は重要です。
ここでは、２４人の議員からの質問のうち、
１人３件までその要旨を掲載しました。

一般質問とは （政和）＝政和会
（公明）＝市議会公明党
（フォ）＝フォーラム小平
（共産）＝日本共産党小平市議団
（生ネ）＝生活者ネットワーク
（虹ひ）＝虹とひかり
（志政）＝志政クラブ

一般質問の詳細についてはインターネット議会中継をご覧ください。アドレスはhttp://www.discussvision.net/kodairasi/2.html

行
政
一
般

 
幸
田
昌
之
議
員
（
公
明
）　

臼
市
役 

所
や
昭
和
病
院
へ
の
公
共
交
通
の
ル

ー
ト
整
備
が
必
要
だ
が
、
見
解
は
。

　

渦
コ
ン
ビ
ニ
で
の
収
納
業
務
を
ど

の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

市
長　

臼
鉄
道
や
民
間
バ
ス
路
線
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
の
利
用
に
よ

り
一
定
の
ル
ー
ト
が
確
保
さ
れ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。
新
た
な
ル
ー
ト

整
備
は
地
域
の
人
や
交
通
関
連
事
業

者
と
必
要
に
応
じ
て
検
討
し
て
い
く
。

　

渦
納
付
の
機
会
が
拡
大
し
、
市
民

の
利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

 
細
谷　

正
議
員
（
共
産
）　

臼
総
合 

評
価
方
式
が
雇
用
に
果
た
す
役
割
は
。

　

渦
公
契
約
条
例
の
制
定
に
向
け
、

市
内
事
業
者
・
組
合
団
体
を
交
え
た

協
議
会
の
検
討
を
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

臼
社
会
貢
献
に
積
極
的
な
優

良
事
業
者
の
育
成
に
寄
与
す
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　

渦
現
在
、
入
札
・
契
約
制
度
の
課

題
等
に
つ
い
て
市
内
事
業
者
団
体
や

労
働
組
合
等
と
意
見
交
換
会
を
実
施

し
て
お
り
、
市
内
事
業
者
団
体
と
は

公
契
約
条
例
も
含
め
て
意
見
を
交
換

し
て
い
る
。
今
後
も
団
体
等
と
の
意

見
交
換
の
場
を
設
け
て
い
く
。

 
磯
山　

亮
議
員
（
政
和
）　

臼
市
は 

地
方
版
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
の
か
。

　

渦　

年
後
、
市
は
ど
の
よ
う
な
都

45
移
動
が
困
難
な
市
民
の

ニ
ー
ズ
に
ど
う
応
え
る
の
か

市
の
雇
用
施
策
と
総
合

評

価

方

式

に

つ

い

て

小
平
市
に
お
け
る
地
方
創
生
を
問
う

市
を
目
指
す
べ
き
と
考
え
る
か
。

市
長　

臼
平
成　

年
度
中
の
策
定
を

27

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
策
定

の
際
に
は
、
外
部
有
識
者
や
公
募
市

民
か
ら
な
る
検
討
委
員
会
で
意
見
を

聞
き
な
が
ら
作
業
を
進
め
て
い
く
。

　

渦
現
段
階
で
示
す
こ
と
は
困
難
で

あ
る
が
、
将
来
に
向
け
て
も
市
民
が

市
政
の
主
役
で
あ
り
、
地
域
力
、
民

活
力
、
行
政
力
の
三
つ
の
力
を
高
め

て
い
く
こ
と
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

 
常
松
大
介
議
員
（
フ
ォ
）　

市
は
こ 

れ
ま
で
社
会
保
障
費
の
支
出
増
に
備

え
、
積
極
的
な
借
入
金
の
返
済
に
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
今
後
の
財
政
運

営
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

市
長　

現
在
の
財
政
の
健
全
性
を
保

ち
な
が
ら
、
将
来
の
財
政
需
要
へ
の

備
え
と
し
て
、
引
き
続
き
、
債
務
の

抑
制
や
基
金
の
充
実
に
努
め
る
と
と

も
に
、
選
択
と
集
中
に
よ
り
、
必
要

な
施
策
に
は
積
極
的
に
取
り
組
み
、

効
率
的
、
効
果
的
で
コ
ン
パ
ク
ト
な

財
政
運
営
を
図
る
こ
と
で
、
将
来
に

向
け
て
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
強

化
を
目
指
し
て
い
く
。

 
木
村
ま
ゆ
み
議
員（
共
産
）　

被
害
者

が
保
護
さ
れ
た
後
の
自
立
支
援
は
行

政
が
責
任
を
持
っ
て
行
う
べ
き
だ
が

市
の
見
解
は
。
ま
た
、
そ
れ
ら
を
担

当
す
る
部
署
ご
と
の
連
携
は
図
ら
れ

て
い
る
か
。

市
長　

一
般
的
に
は
、
施
設
を
持
つ

都
道
府
県
等
と
市
町
村
で
支
援
の
内

容
を
検
討
し
て
い
く
が
、
本
人
の
強

今
後
の
小
平
市
の
財
政

運

営

方

針

に

つ

い

て

Ｄ
Ｖ
な
ど
家
庭
内
暴
力
の
被
害
者
へ
の

支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て

い
意
志
が
必
要
で
あ
る
。
連
携
に
つ

い
て
は
、
警
察
署
、
保
健
所
、
児
童

相
談
所
等
、
関
係
機
関
の
連
携
が
必

要
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

 
村
松
ま
さ
み
議
員
（
虹
ひ
）　

臼
若 

者
が
市
の
施
策
の
意
思
決
定
過
程
に

入
る
機
会
を
保
障
す
る
べ
き
で
は
。

　

渦
選
挙
に
お
け
る
若
者
の
低
投
票

率
の
改
善
に
向
け
て
の
努
力
は
。

市
長　

臼
自
治
基
本
条
例
で
、
市
民

が
市
政
運
営
に
参
加
す
る
こ
と
を
保

障
し
て
お
り
、
若
者
に
も
機
会
が
保

障
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

渦
成

人
式
会
場
で
投
票
の
呼
び
か
け
を
行

っ
た
ほ
か
、
近
い
将
来
に
向
け
た
投

票
率
向
上
を
目
指
し
、
小
学
校
で
の

模
擬
投
票
授
業
等
を
実
施
し
て
い
る
。

も
っ
と
若
者
が
積
極
的
に
ま
ち
づ
く

り
に
参
加
で
き
る
仕
組
み
を

自
治
基
本
条
例
の
評
価
を
市
民
と
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

臼
地
域
懇
談
会
等
、
適
切
な

方
法
で
市
民
参
加
の
推
進
に
努
め
て

お
り
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

渦
条
例
の
施
行
以
来
、
参
加
と
協

働
の
考
え
方
が
、
施
策
や
市
民
の
活

動
の
中
に
浸
透
し
て
き
て
い
る
と
考

え
て
お
り
、
評
価
を
行
う
考
え
は
な

い
が
、
事
例
は
研
究
し
て
い
く
。

 
津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）　

臼
鈴
木 

街
道
や
青
梅
街
道
等
の
歩
道
は
段
差

や
傾
斜
が
多
く
危
険
だ
が
、
対
応
は
。

　

渦
自
転
車
が
か
か
わ
る
事
故
の
多

い
地
点
に
は
、
歩
道
の
カ
ラ
ー
舗
装

等
の
工
夫
が
必
要
だ
が
、
見
解
は
。

市
長　

臼
都
で
歩
道
の
勾
配
改
善
や

段
差
解
消
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続

き
、
歩
道
部
分
の
安
全
で
安
心
な
歩

行
空
間
の
確
保
を
要
望
し
て
い
く
。

　

渦
事
故
多
発
地
点
に
カ
ラ
ー
舗
装

す
る
場
合
は
新
た
な
路
面
標
示
と
な

り
、
交
通
規
制
標
示
と
の
誤
認
等
が

考
え
ら
れ
る
た
め
、
小
平
警
察
署
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

 
山
岸
真
知
子
議
員
（
公
明
）　

臼
元 

中
宿
通
り
の
通
行
制
限
を
周
知
す
る

方
法
は
。

　

渦
た
か
の
街
道
と
水
車
通
り
の
交

差
点
の
安
全
対
策
が
必
要
だ
が
、
朝

の
通
学
時
の
見
守
り
が
で
き
な
い
か
。

歩

き

や

す

い

道

路

と

歩

道

へ

整

備

す

べ

き

た
か
の
街
道
や
元
中
宿
通
り

な
ど
通
学
路
の
安
全
対
策
を

市
長　

臼
周
知
徹
底
の
た
め
の
注
意

喚
起
の
看
板
等
の
設
置
を
検
討
す
る
。

教
育
長　

渦
保
護
者
が
毎
学
期
の
初

め
に
朝
の
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い

る
が
、
通
年
的
に
行
う
こ
と
は
難
し

い
状
況
で
あ
る
。
保
護
者
や
地
域
住

民
に
協
力
し
て
も
ら
え
る
よ
う
学
校

を
通
し
て
改
め
て
お
願
い
す
る
。

 
立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

平
成　
１８

年
に
出
さ
れ
た
公
共
交
通
の
考
え
方

と
現
在
運
行
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
タ
ク
シ
ー
と
の
変
更
点
は
。

市
長　

市
報
特
集
号
で
示
し
た
考
え

方
で
は
、
各
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ

く
コ
ン
パ
ク
ト
な
地
域
内
の
生
活
交

通
と
こ
れ
を
つ
な
ぐ
幹
線
交
通
を
充

実
す
る
方
針
で
あ
っ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
タ
ク
シ
ー
を
考
え
る
会
で
は
、

幹
線
道
路
の
青
梅
街
道
で
は
な
く
最

寄
駅
へ
の
結
節
が
選
択
さ
れ
、
運
行

ル
ー
ト
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

 
末
廣　

進
議
員
（
共
産
）　

臼
花
小 

金
井
南
町
ル
ー
ト
の
試
行
運
行
を
行

わ
な
い
理
由
は
何
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
等
の
公
共

交
通
は
計
画
に
基
づ
き
運
行
す
べ
き

コ
ミ
タ
ク
の
花
小
金
井
南
町
ル
ー
ト

の
試
行
運
行
を
直
ち
に
開
始
せ
よ

　

渦
実
証
実
験
運
行
時
の
花
小
金
井

南
町
ル
ー
ト
の
利
用
状
況
は
。

市
長　

臼
実
証
実
験
運
行
の
結
果
を

踏
ま
え
て
、
小
平
南
東
部
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
を
考
え
る
会
で

検
討
し
た
結
果
、
継
続
的
な
運
行
は

困
難
と
判
断
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　

渦
継
続
的
な
運
行
を
行
う
に
は
、

１
日
平
均
の
乗
車
人
数
と
し
て　

人
７０

を
目
標
と
し
て
い
る
が
、
同
ル
ー
ト

は
平
均　

・
７
人
で
あ
っ
た
。

２７

 
坂
井
や
す
の
り
議
員（
政
和
）　

臼
緊

急
地
震
速
報
機
を
活
用
し
た
各
学
校

の
避
難
訓
練
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

渦
中
学
校
の
通
学
路
へ
の
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
か
。

教
育
長　

臼
警
報
音
を
流
す
こ
と
の

で
き
る
訓
練
機
能
を
活
用
し
て
、
現

在
の
課
題
等
を
整
理
し
つ
つ
、
よ
り

実
践
的
に
児
童
・
生
徒
が
自
助
の
意

識
を
高
め
て
い
け
る
訓
練
を
実
施
す

る
よ
う
学
校
に
指
導
し
て
い
く
。

　

渦
保
護
者
や
地
域
に
よ
る
小
学
校

の
通
学
路
の
見
守
り
活
動
を
補
完
す

る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
中
学
校
の

通
学
路
へ
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

 
木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

臼
小
・ 

中
学
校
の
ト
イ
レ
の
改
修
状
況
は
。

　

渦
今
後
の
ト
イ
レ
の
改
修
、
洋
式

化
の
見
通
し
は
。

教
育
長　

臼
現
時
点
で
、
す
べ
て
の

子
ど
も
た
ち
を
応
援
で
き
る
行
政
、

地
域
社
会
の
確
か
な
歩
み
に
つ
い
て

小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
の

早
期
改
修
を
求
め
ま
す

学
校
に
お
い
て
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を

進
め
て
い
る
が
、
校
舎
及
び
体
育
館

の
１
千
７
百　

基
の
う
ち
、
洋
式
は

２２

　

基
、　

・
２
％
で
あ
る
。

６４０

３７

　

渦
平
成　

年
度
か
ら
学
校
体
育
館

２６

の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
含
め
た
改
修

工
事
を
実
施
し
て
い
る
。
校
舎
内
の

ト
イ
レ
の
計
画
的
な
改
修
に
つ
い
て

は
、
学
校
体
育
館
の
ト
イ
レ
の
改
修

完
了
後
に
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

 
橋
本
久
雄
議
員
（
虹
ひ
）　

臼
過
去 

　

年
間
の
学
校
に
お
け
る
重
大
な
犯

１０罪
事
件
の
件
数
は
。

　

渦
今
回
の
事
件
に
つ
い
て
、
市
民

へ
の
周
知
は
考
え
な
か
っ
た
の
か
。

教
育
長　

臼
服
務
事
故
と
し
て
は
、

児
童
福
祉
法
違
反
、
脅
迫
罪
、
器
物

損
壊
、
児
童
売
春
・
児
童
ポ
ル
ノ
禁

止
法
違
反
の
４
件
が
あ
る
。

　

渦
平
成　

年　

月
の
報
道
発
表
が

２６

１１

あ
っ
た
日
に
臨
時
保
護
者
会
を
開
催

す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉

え
、
説
明
し
て
き
た
。
今
後
も
状
況

を
十
分
に
考
慮
し
、
対
応
し
て
い
く
。

 
川
里
春
治
議
員
（
政
和
）　

臼
児
童
・ 

生
徒
の
登
下
校
時
に
通
学
路
で
起
き

た
交
通
事
故
の
件
数
は
。

　

渦
通
学
路
の
危
険
な
箇
所
に
対
す

る
学
校
の
対
応
は
。

教
育
長　

臼
平
成　

年
度
が
７
件
、

２３

　

年
度
が　

件
、　

年
度
が
６
件
、

２４

１２

２５

　

年
度
が
３
件
で
あ
る
。

２６
　

渦
教
育
委
員
会
か
ら
小
平
警
察
署

や
市
の
関
係
部
署
等
に
連
絡
し
、
路

面
表
示
や
樹
木
の
剪
定
等
の
対
策
を

講
じ
て
い
る
。
学
校
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
通
し
て
交
通
安
全
指
導

を
行
い
、
安
全
対
策
に
努
め
て
い
る
。

教
員
や
職
員
の
重
大
な
犯
罪
の

市
民
へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て

小
・
中
学
校
の
通
学
路
に
お
け
る

事
故
等
の
対
策
に
つ
い
て

道 路
交 通

教 育
文 化

 
村
松
ま
さ
み
議
員
（
虹
ひ
）　

臼
住 

民
投
票
以
降
の
市
民
参
加
の
あ
り
方

に
つ
い
て
変
化
し
た
こ
と
は
。

　

渦
住
民
投
票
を
経
験
し
た
今
こ
そ
、

都
内
初
の
住
民
投
票
の
経
験
を

生
か
し
た
市
民
参
加
の
あ
り
方
を

葛
た
か
の
街
道
と
水
車
通
り
の
交
差
点

滑
模
擬
投
票
授
業
の
様
子

　
（
小
平
第
六
小
学
校
）


